
 
創部５０周年 記念号 

 
 
 

 
                                   犀川から望む医王山 
 
 
 
 
 

金沢大学ワンダーフォーゲル部OB会会報 vol．２３ 



目   次 

ＯＢ会長あいさつ「ワンゲルへのあこがれ」    ＯＢ会会長 ２０期 久冨象二 1 

創立５０周年記念懇親会・ＯＢ会総会パンフレット             2 

創立５０周年記念行事参加者名簿 4 

創立５０周年記念懇親会・ＯＢ会総会報告 5 

創立５０周年記念懇親会：フォトアルバム  7 

医王山メモリアル・トレッキング：フォトアルバム             10 

現役部員の感想集             13 

創立５０周年記念懇親会献歌                ３期 田村昭夫 16 

ＯＢ会愛唱歌「森のうた」が生まれるまで  １９期 栂典雅・２１期 大野直子 17 

「森のうた」楽譜                    18 

ＫＵＷＶＯＢ会 会計報告（０３～０８年）                20 

編集後記                          21 

 (頁) 

                              

 

 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表紙写真：栂 典雅（１９期） 表紙題字：中川 晃成（２３期） 

表 紙 の 言 葉 （栂 典雅） 
 
初期の金大ワンゲル部のホームグラウンドは医王山だったそうだ。 

「夜中に小立野の下宿を出て、歩いて医王山に登った」と、ある大先輩

から聞いた。「なぜ？」との問いに、「金がなかったから」。 

ぼくたちのころは、高三郎山を中心とする犀奥（犀川源流域）がホー

ムグラウンドで、医王山は「新歓 PW」や２年生のリーダー養成と冬山ト

レーニングを目的とした「１・２年山行」の場であった。  

時代は巡り、近年、現役は、この山で新トレを行っているという。犀

星や鏡花の作品にも登場し、昔から金沢市民になじみが深かった医王山

は、富山県に遅れること 21 年、1996 年に石川県立自然公園に指定され

た。ビジターセンターをはじめ諸施設が整った医王山には、１年を通じ

て多くの人が訪れ、隔世の感を覚える。 



「ワンゲルへのあこがれ」 

ＯＢ会会長 久冨 象二（20 期） 

 

 ９月１４、１５日に開催した創立５０周年記念懇親会・ＯＢ会総会は、多くの方々に

参加いただいたおかげで予想以上の盛会となりました。終了後には楽しかったと声をか

けていただき、またメールなども頂戴しうれしく思っています。 

 

 今回の記念行事を振り返り懇親会の会場に溢れていた熱気を思うと、今さらながらワ

ンゲルが持つエネルギーに驚き、敬服してしまいます。またホームページに寄せられて

いるＯＢ諸氏の活動の活発さにもたじろがされてしまいす。このエネルギーは一体どこ

からくるのでしょう。 

  

大学時代の４年間でやり残したことを、今やろうとしているのかもしれない。時を経

て、時間と経済的な余裕と、知識が蓄積された今だからできるのかもしれない。大学は

卒業しても「ワンゲルへのあこがれ」を多くのＯＢ諸氏が持ち続けていて、それぞれの

あこがれに定期的にスイッチが入ったり、ちょっとしたキッカケで瞬時に燃え上がった

りするのでしょう。 

 

 私は卒業後も金沢に住み、犀川の近くに住まいがあります。休日には時々辰己用水の

傍の遊歩道を、大桑平に広がるリンゴ畑を眺めながら、ほっとした気持ちで散歩したり

しています。 

大学１年の夏合宿で行った南アルプスの、あの夏の青い稜線へまた行ってみたいとい

う思いもありますが、一方「白山僻村塾」の主張、例えばかつて旧白峰村周辺が焼畑農

業の持つ反都会的な生産力によって、私達の想像に反してとても豊かであった事実を示

されると、厳しい自然の中で営まれていた人々の生活が一体どのようなものであったの

か、深く興味を抱きます。 

 

 こんな興味も私にとっての「ワンゲルへのあこがれ」です。ＯＢ会の役員を引き続き

務めることでもあり、少なくともこの先５年間は、私の「ワンゲルへのあこがれ」には

スイッチが入ったままです。 

 

ＯＢ会役員の皆さんと協力して、怯まず、怠けず、そして何よりも楽しく運営して

いきたいと思っています。どうかよろしくお願いします。 
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金沢大学ワンダーフォーゲル部 

創立５０周年記念懇親会・ＯＢ会総会 
 

 

平成２０年９月１４日（日）  KKR ホテル金沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日光を浴びよ  自然に親しめ 

浩然の気を養え 民謡を唄え 

山に登れ    伝説を取りもどせ 

祖国の土に芽ぐむ魂を思え 

そしてさらに 

身体を健全にし 厳格にして自己を訓練し 

青春の精力を濫費するな 

（創立モットーより）
２ 



スケジュール 

９月１４日(日)・・・ＯＢ会総会・懇親会 

１５時３０分     受付 

１６時 ～ １７時  総会 

１７時 ～ １９時  懇親会 

 

９月１５日(月・祝日)・・・医王山メモリアルトレッキング 

８時        ＫＫＲホテル金沢 集合・出発(バス・マイカー) 

８時３０分     金沢大学角間キャンパスＧ駐車場 

９時        医王山ビジターセンター着・発 

１２時        白兀山頂または周辺で昼食 

１５時３０分       金沢大学角間キャンパス経由でＫＫＲホテル金沢着 

 

 

総会次第                  懇親会次第 

(司会 ２０期 深田 進)           (司会 ２２期 森 恵利子) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊ 総会終了後、医王山メモリアル 

トレッキングの明会を行います。 

３

・開会 

・会長あいさつ   １９期 栂 典雅 

・事業報告 

ならびに会計報告 ２３期 鳥越 伸博 

・新役員選出        司会 

・新役員あいさつ 

  新役員紹介       新会長 

・事務連絡 

・閉会 

・開会 

・現役主将あいさつ ５１期 浦地 好古 

・ＯＢ会会長あいさつ    新会長 

・乾杯      顧問 竹内 義晴 先生 

・あいさつとアトラクション  （代表） 

３期～  ７期    ３期 鈴木 兵一 

  ８期～１０期   ８期 山村 嘉一 

１１期～１４期  １１期 青柳 健二 

 １５期～１７期  １５期 坂尻 忠秀 

１８期～２２期  １８期 岡部 伸一 

２３期～２９期  ２３期 石地 隆司 

４３期～４６期  ４３期 杉村 明慶 

          現役有志,ＯＢ有志 

・愛唱歌披露    ＯＢ会新旧役員 

・閉会あいさつ 前顧問 前田 達男 先生 



５０周年記念行事参加者名簿 

 

４ 

期 旧姓 期 旧姓 期 旧姓

顧問 竹内 義晴 13期 柴田 茂樹 23期 名倉 雅子 東

前顧問 前田 達男 13期 柴田 訓子 高田 23期 石地 隆司

行友会 佐々木 英次 13期 辰野 隆義 23期 小久保 光将

行友会 加藤 鶴夫 13期 橋正 徹 23期 興井 隆

01期 仙田 厚太郎 13期 吉田 穂積 23期 足立 美津江 児玉

03期 鈴木 兵一 13期 吉本 良治 23期 竹内 勝信

03期 高島 誠 14期 伊藤 直和 23期 戸水 利紀

03期 田村 昭夫 14期 清家 雅幸 23期 鳥越 伸博

03期 登内 郁夫 15期 宇野 潔 23期 中川 晃成

04期 清水 徹男 15期 奥名 正啓 23期 名倉 均

04期 高田 昌嗣 15期 金井 澄 23期 宮西 康之

04期 森島 稔 15期 坂尻 忠秀 24期 坪井 陽典

04期 佐藤 秀紀 15期 佐野 哲雄 竹内 25期 廣田 秀和 石黒

05期 影近 憲一 15期 舟田 節子 西村 25期 高橋 伸治

06期 小川 修司 青山 15期 松縄 宏 25期 中村 英治

06期 清野 邦弘 15期 松林 知一 26期 畠山 潤

06期 中川 皓三郎 15期 上馬 康生 27期 二木 博子 大川

07期 四十万 利之 16期 井上 敏明 29期 中道 正樹

07期 吉村 弘二 16期 川端 俊朗 29期 深井 嘉浩

08期 穴田 昭一 16期 北川 隆次 43期 西脇 幹雄

08期 伊豫 欣二 16期 清水 重仁 43期 杉村 明慶

08期 小谷 太平 16期 塚本 克宣 46期 池田 幸平

08期 篠島 益夫 17期 大家 慎一 46期 荻田 真憲

08期 藤井 洋治 17期 小島 敬 ○現役

08期 柳川 徹 17期 長田 正文 50期 大和 英仁

08期 山村 嘉一 17期 藤井 芳治 50期 河原 宏貴

09期 伊藤 俊成 17期 藤野 達人 50期 小島 敏昭

09期 白井 勇 17期 松岡 創 50期 横山 和哉

09期 鍋島 武 17期 渡辺 和文 50期 石川 拓也

09期 平村 耕作 橘 18期 津島 直也 51期 浦地 好古

09期 保田 敦 18期 岡部 伸一 村池 51期 小平 広彬

09期 山中 重夫 19期 栂 典雅 51期 北 彩加

09期 吉田 洋次郎 19期 藤原 一夫 51期 清水 万里恵

10期 小田切 春洋 19期 早川 大善 51期 中山 真吾

10期 寺本 典生 20期 館 幸士郎 51期 安井 風太

10期 藤井 直樹 20期 久冨 象二 51期 小山内 佳佑

10期 山知 亮 20期 深田 進 52期 片田 優介

10期 吉野 和彦 20期 松下 和隆 52期 金澤 輝久

11期 青柳 健二 21期 石田 郁子 渋谷 52期 佐藤 航

11期 石田 清久 21期 大野 直子 青崎 52期 杉山 貴彦

11期 加藤 忠好 21期 滝本 民夫 52期 山形 和弥

11期 上村 人史 21期 竹中 敏 52期 三枝 和樹

11期 北川 邦夫 21期 栂 睦美 瀬戸 53期 白石　 浩貴

11期 向 幸子 南野 22期 黒崎 敏男 53期 中村 賢人

11期 森川 功 22期 桜井 俊一郎 53期 林 直樹

11期 矢崎 利哉 22期 森 恵利子 山崎 53期 馬場　 千尋

11期 井上　　史三 22期 安井 聡 53期 古木 康太

11期 井上 和子

12期 大出 松世 岡本

12期 野村 益己

氏　名 氏　名氏　名



  

創部５０周年記念懇親会に先立ち、ＯＢ

約１１０名が参加してＯＢ会総会が行わ

れた。 

 

 まず、栂典雅会長（19 期）が、５０周

年懇親会・総会に１１０名を超えるＯＢ

が集まっていただいたことに感謝すると

ともに、５年間の総括として「行事とい

った面では、あまり行う事が出来なかっ

たが、５年前に約束したＯＢ会の愛唱歌

が何とか間に合ったので懇親会の席上で

ご披露します」と挨拶した。 

 次に、事業報告＆会計報告として、大

野直子事務局長（21 期）からやまざとの

発行について、吉田穂積２代目小屋酒場

おやじ（13 期）から小屋酒場について報

告を行い、また鳥越伸博会計（23 期）か

ら５年間の会計報告（内容別紙）を行っ

た。 

 この後、今後５年間のＯＢ会新役員の

選出に移り、久冨象二新会長（20 期）を

選出し、満場一致で承認された。その他

の新役員は次の通り（敬称略）。 

 

 久冨 象二 （20 期）会長  

中川 晃成 （23 期）副会長 

  

鳥越 伸博 （23 期）事務局長兼会計 

栂 典雅  （19 期）幹事 

 森 恵利子 （22 期）幹事（現役担当） 

 名倉 均    （23 期）幹事（名簿担当） 

 奥名 正啓  （15 期）アドバイザー 

 

 なお、ホームページの管理をされてい

る元会長の奥名正啓さん（15 期）にアド

バイザーとして加わっていただくことと

した。 

 久冨新会長は、新会長就任の挨拶の中

で、年１回発行しているやまざとについ

て、若干簡略化を図ったうえでホームペ

ージ上にもＵＰする体制としたいと述べ

た。また、新役員に選出された各氏が順

番に挨拶し、総会を締めくくった。 

 

 この後、隣の会場に場所を移して、懇

親会を開催した。懇親会には現役、ＯＢ

に加え、現顧問の竹内義晴先生、前顧問

の前田達男先生も出席されたほか、今回

はＫＵＷＶの前身とでも言うべき四高旅

行部のＯＢ会（行友会）から大先輩であ

る佐々木英次さん、加藤鶴夫さんのご両

名にも出席をいただいた。 

 

ＫＵＷＶ 創立 50周年記念行事 

総会・懇親会（於：ＫＫＲホテル） 

～過去最高１１０名を超えるＯＢが参加！～ 

５



 まず、現役代表として主将の浦地好古

君（51 期）が、続いて久冨象二新会長が

それぞれ開会に先立ち挨拶を行い、竹内

義晴先生（現顧問）の乾杯の挨拶で懇親

会の幕をあけた。さっそくあちこちで久

しぶりの再会を喜ぶ声が上がり、懇親会

はすぐに盛り上がった。恒例のバンカラ

スタイルで登場した田村御大（3期）の紹

介で四高旅行部ＯＢの佐々木さん、加藤

さんにも挨拶をいただいた後アトラクシ

ョンに移り、いくつかの期毎に１５人ず

つぐらい壇上に上がってもらい、ワンゲ

ルソングを熱唱した。何年たっても皆さ

んワンゲルソングだけは忘れないようで、

現役時代にタイムスリップしたかのよう

な感傷に浸った。 

 

最後に現役が登場し、アトラクション

として自分達でこの日のために準備した

ＫＵＷＶクイズで盛り上がった。会場の

盛り上がりも最高潮に達した頃、いよい

よＯＢ会役員メンバー作によるＯＢ会愛

唱歌のご披露となり、栂前会長からいき

さつ等について簡単に説明があったあと、

役員一同で愛唱歌を歌った。懇親会の予

定の時間はあっという間に終わり、最後

に前田達男先生（前顧問）の閉会あいさ

つで、名残を惜しみつつ、５年後の再会

を約束して５０周年懇親会の幕を閉じた。    

この後は、年代毎に三々五々２次会

へ・・・ 

 

○５０周年記念行事収支状況（単位：円） 

 

【収入】 

参加費         743,000 

※参加者（現役除く）119 名 

ＯＢ会から補助     187,803   

 収入計         930,803  

 

【支出計】 

ＫＫＲ金沢パーティー費 792,280 

医王山バス代             47,250 

医王山食費（弁当他）     47,692 

郵送費（開催案内）       33,130 

印刷費（パンフ他）     10,451   

支出計                  930,803  

 

＊参加費は、懇親会 6,000 円、医王山ト

レッキング 1,000 円、現役は徴収しない

こととしました。 

なお、参加者総数は、懇親会がＯＢ119

名・現役 23 名の計 142 名、医王山トレッ

キングがＯＢ29 名・現役 18 名の計 47 名

でした。 

６ 



スクラップ.shs   

７

田村御大はまだまだパワー全開です！ 

現役の出し物、ワンゲルクイズで盛り上がりました 

前田 先生もお元気です 

久冨 新会長の挨拶 

懇親会 

フォト 

集 



 

８ 

懇親会 

フォト 

集 

３期～７期の皆さん 

８期～10 期の皆さん 

11 期～14 期の皆さん 

15 期～17 期の皆さん 



 

９

懇親会

フォト

集

18 期～22 期の皆さん 

23 期～29 期の皆さん 

貴重な若手ＯＢ参加者、 

43 期～46 期の４人 



KUWV 創立５０周年 

 医王山メモリアル・トレッキング 

 ２００８年９月１５日（月・祝） 
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KUWV 創立 50 周年 

医王山メモリアル・トレッキング 
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KUWV 創立 50 周年 

医王山メモリアル・トレッキング 



「現役からの感想」 

５０周年記念行事を終えて、現役が何人

か感想を寄せてくれました。 

 

51 期 清水 万里恵 

５０周年という大きな節目の式典に現

役部員として参加できたのは、大変幸運

だったと思います。普段わりとのんびり

した雰囲気で活動している私たちですが、

先輩方の溢れるエネルギーとワンゲルへ

の愛情に触れて、５０年という歴史の厚

みを実感しました。残念なのは、寮生は

別として今のワンゲル部員（というより

も金大生全体）に四高寮歌などの伝統的

な歌がほとんど伝わっていないことです。 

いったいどこで途切れてしまったのでし

ょうか……。寮生の部員からの熱く厳し

い指導によって蘇らせてくれることを期

待します。今回の式典で披露されたワン

ゲル愛唱歌（仮？）と共に、今後またワ

ンゲルとして集まったときには、５０期

以後の部員も声を合わせて歌いたいもの

です。 

また、個人的なことになりますが、2009

年２月から中国に１年間派遣留学するこ

とが決まりました。向こうで PW を出すか

もしれないので、参加者大募集中です。

最後になりましたが、様々な方面で金大

ワンゲルを支え、現役部員を励ましてく

ださっている先輩方に、この場を借りて 

心からお礼を申し上げます。 

 

 

 

52 期 佐藤 航 

金大ワンゲル50周年おめでとうござい

ます！ 私は先日行われた５０周年行事

に参加させていただいたのですが、まず

ＯＢの方々の多さに驚きました。金大ワ

ンゲルは歴史あるものだということはも

ちろん知っていたのですが、改めてそれ

を認識いたしました。 

一日目のＫＫＲホテルでの懇親会では、

先輩方の合唱がとても印象に残りました。

私は今までワンゲルに歌があることを知

らなかったので、この合唱を聞かせてい

ただいただけでも貴重な体験をさせてい

ただけたなと思いました。 

二日目の医王山山行では普段登ってい

るコースと少し違ったことや、何より登

っている途中に先輩方からいろいろとお

話を伺えたことで、とても楽しい山行に

なったと思います。 

全体を通してみれば、この会は非常に

すばらしいものであったと思います。自

分が伝統ある金大ワンゲルの一員である

ことを光栄に思うとともに、この会がい

つまでも続いていくことを期待していま

す。 
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53 期 馬場 千尋 

今回、これが歴史ある「やまざと」に

載るということで、とても光栄です。私

は１年生で５０周年総会に参加できると

いう幸運な年に当たり、自分はワンゲル

が創立されてから丁度半世紀も経った、

記念すべき年に入部していたのだと改め

て気付きました。総会では歴代のＯＢの

方々に会うということで、すこし緊張も

していました。しかし、ＫＫＲホテルで

の食事会ではＯＢの方は皆さんとても楽

しそうな和やかな雰囲気で、「何期生の

方ですか？」と声を掛けてくださる方も

いらして、緊張しつつも、昔のワンゲル

のことや今のワンゲルのこと、最近登っ

た山のことなどを話すことができました。

その中でも、ある一人の女性は、金沢大

学を卒業しておよそ３０年経った今でも、

時々友人と山に登りに行くそうで、今回

集まった仲間とも、何年かに一度は会っ

て、お酒を飲み交わすのだそうでした。

そんな風に何年経っても続く友情がとて

も素敵で、わたしも卒業後に何歳になっ

ても、仲間と一緒に山登りを続けられた

らいいなと思いました。 

今思えば、ＯＢの皆さんは若々しくて

元気いっぱいな方ばかりで、これはやは

り山に登ることによって身体も心も鍛え

られ、心身ともに山がきれいにしてくれ

るおかげでもあるのではないかと思いま

した。まだまだ山に関して未熟なわたし

ですが、山を登った後の美しい景色や、

あの同じ爽快感を味わったことがあるの

だというだけで、ＯＢの方々も、なんだ

か同じ「山仲間！」みたいな感じがして

嬉しかったです。 

それから世代ごとに歌われた「ワンゲ

ルの歌」は、わたしは初めて聞くものば

かりで、歌なんてあったのだと驚きもし

ましたが、後で「ワンゲル歌集」を部室

で見つけて眺めていたら、面白い歌がた

くさんあって、そんな風に昔から積み上

げられたワンゲルの歴史を見ていると、

当時の楽しそうな様子が伝わってきて、

これからもずっと大切にしていきたいと

感じました。 

そして、二日目の医王山山行。幸い天

気にも恵まれて、絶好の登山日和でした。

いつもとは、また違う大勢のわいわいと

した雰囲気で、山頂で食べたおにぎり弁

当は本当に格別でした。登りの途中の休

憩でＯＢの方が、大学時代の夏休みにし

た友達との自転車旅行のことや、昔のテ

ントのフライは布製で、雨が降ると重く

なって大変だったことなどを教えてくだ

さったときは、今は便利になってなくな

った苦労や、逆に昔だからこそあった楽

しさを知れて、とてもためになりました。 

今回の総会ではＯＢの方々とたくさん

ふれ合えて、おもしろいお話をたくさん

お聞きすることができ、また、何年経っ

ても変わらずに大声で笑いあえるような

仲の良さが、とても印象的でした。 

最後に、美味しい御馳走やお弁当を含 

14 



め、今回の総会を催してくださったＯＢ

の方々に…ありがとうございました！ 

 

50 期 Ｋ（匿名希望） 

先日のワンゲル５０周年記念行事に参

加し、ワンゲルのいろいろな変化、歴史

を感じることができた。その１つがパー

ティーＴシャツである。夏合宿での団結

を深めるため、パーティーごとに作るＴ

シャツである。医王山山行で僕が何気な

く着ていたのを見たＯＢの方々は「こり

ゃいいね」と感心しておられた。入部し

たときからパーティーＴシャツ制度はあ

り、それが当たり前だと思っていたが…

なるほど、数十年前ではなかっただろう。

おもしろいアイデアだと思う。 

しかし、良い変化ばかりでもないよう

だ。僕達は山での食事の残り汁をトイレ

に流すことが、最初の山行から当たり前

だと思ってきた。しかし、それを聞いた

ＯＢの方々は「トイレに流すのか！?」と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

驚いていた。昔と比べ山の施設の整備が

進んだからといって、残り汁をトイレに

流すことは良いことなのだろうか。先輩

のリアクションの大きさを見て考えさせ

られる。しかし、僕達もただ流している

わけではない。油のでない食事を考え、

使い終わった後の食器はティッペで可能

な限り、きれいにしている。環境を大切

にしようとする意識は変わっていないの

だと思う。 

５０年という歴史の中で、ワンゲルに

はもっと多くの変化があったに違いない。

そして、これからもワンゲルが活動を続

けていく限り、時代に合わせて変化して

いくことがあるだろう。数年後か数十年

後、僕が現役の活動に驚くこともあるか

もしれない。その頃のワンゲルはどうな

っているのか、少し楽しみである。 

今回参加してくれた現役の面々 
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ＫＵＷＶ教祖 田村御大からの献歌 

 ワンゲル教祖、田村御大こと田村昭夫さん（３期）

が、「金沢大学ワンダーフォーゲル部創立５０年記

念会献歌」として、懇親会に下記のような直筆の歌

詞を作っていらっしゃった。これは「四高寮歌」の

替え歌として田村さんがご自分で作詞されたもの

で、懇親会の席上参加者全員に配られた。田村さん

は当も羽織袴のバンカラスタイルで登場し、御年 70

歳？とは思えないパワーを随所に発揮され、存在感

抜群でした。 
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＊金沢大学ワンダーフォーゲル部 

ＯＢ会愛唱歌「森のうた」ができるまで 

栂 典雅（19 期） 

５年前の総会で OB 会長となったぼくは、

新役員との協議もせずに、いきなり歌を作

ると宣言してしまった。どうせＯＢ会をや

るなら楽しんで、という思いと一種の開き

直りがあってのことで、今思い返しても自

分の軽率さに顔から火が出る。 

 ぼくにとって音楽は、まさに「下手の横

好き」、若い頃に歌作りを試みたことはあっ

たが、曲がりなりにも作り終えたのは童謡

１曲のみ。もとより自信があったわけでは

ない。 

 ともあれ、『やまざと』で募集した詞・曲

の応募もないまま、創部 50 周年記念の懇親

会がいよいよ迫った６月下旬の役員会で、

歌詞は詩人としてデビューした大野直子さ

ん（21 期）にお願いし、あとは合宿して作

ることにした。一晩カンヅメになればなん

とかなるさという思いであった。 

８月９日の夜、言い出しっぺの責任もあ

り、せめてタタキ台をとしばし１人になり、

直子さんの詞に曲をつけてみた。なにぶん

酔っていたのでよく覚えていないが、その

夜遅くには、皆の力で一応の形ができた。 

その後、電話やメールで修正のやりとり

などをして、森恵利子さん（22 期）が採譜。

８月３０日に彼女の勤務する犀川小学校音

楽室に集まり、懇親会用（伴奏）のレコー

ディングをし、当日を迎えたのであった。 

懇親会の後、ＣＤでの配布やホームペー

ジで聞けるようにしてほしい、といったＯ

Ｂ諸氏からの要望があったことは、嬉しい

限りだ。今の役員だけでは難しい面もある

が、実現に向けて、微力ながら協力してい

きたいと思っている。 

＊山でのワンシーンや宝石みたいな

孤独をことばに 

      大野 直子（21 期） 

 歌詞を書こうと思った時、自然に小屋作

業のことが頭に浮かんできました。みんな

から少し離れて、山で初めてゆっくり一人

になったこと。手を休めては空をながめ、

風を聴き、森の匂いをかいだこと。テント

へ帰る時は家路に着くようだったこと、な

どなど。小屋作業には、労働だけでなく、

楽しさや寂しさ、家族や友情、山の奥深さ

…、いろんなものが詰まっていたように思

います。私にとって小屋作業とは、「山」の

素晴らしさを、はたまた「人生」そのもの

を教えてくれる貴重な山行きだったのです。

そんな小屋作業での宝物のような時間をこ

とばにできたら…そう思って書いたのが

「森のうた」です。 

 長短が激しかったり、字余りだったり、

ずいぶん歌いにくい歌詞だと思います。で

も事務局の皆さんに助けられ、歌詞の部分

を修正してもらったりして、なんとかメロ

ディにのせてもらうことができました。み

んなの力を合わせてワンゲルの愛唱歌「森

のうた」ができたことをとても嬉しく思い

ます。 

犀奥の山に一人包まれている自分を思い

浮かべながら、口ずさんでもらえたら幸せ

です。 

 

 

※事務局より 

「森のうた」を録音したＣＤの配布等に関

しましては、役員会で前向きに検討中です。  

詳細が決まり次第、お知らせしますので

もう少しお待ちください。 
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ＫＵＷＶＯＢ会 会計報告 
（２００３年９月 1日～２００８年８月 31 日） 

 

 【 収 入 の 部 】 

  ＯＢ会費納入            2,264,000 

  寄付                 133,000 

  ４５周年総会懇親会残金         25,981 

  預金利息                2,248 

          計             2,425,229     

 

【 支 出 の 部 】 

  ＯＢ会報（やまざと）印刷費      887,000（計 5 回） 

  ＯＢ会報（やまざと）郵送費      445,000  

  小屋酒場補助             286,927（資材、食料等） 

  ＯＢ役員と現役との懇親会       114,790（ 2 回開催） 

  前田先生法学部長就任お祝い会補助    29,284（04 年７月） 

  前田先生退官記念お祝い         42,600（07 年３月） 

  能登半島地震義援金          100,000 

  ５０周年総会懇親会案内         37,130 

  事務備品費               76,149 

  役員会議費               10,181 

  慶弔費                 5,008 

  その他                 4,998 

          計             2,039,067     

 

 【 差 引 剰 余 金 】 

  前回（03.8.31）繰越金         353,785 

  収  入  の  部        2,425,229 

  支  出  の  部        2,039,067 

  今回（08.8.31）繰越金         739,947  

 

※今回の５０周年記念総会、懇親会にかかる費用として、上記の他に約１５万円を 

 ＯＢ会会計より補助しております。その分については上記に含まれておりません。  
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事務局雑感 //////////////////////////////////// 
 

大野事務局長から事務局を引き継ぐことになりました鳥越です。今から５年間よろし

くお願いします。 

 さて、先日の５０周年記念総会・懇親会には過去最高の１０９名のＯＢに参加いただ

き、盛況のうちに終了することが出来ました。皆さん久しぶりに会った面々と遅くまで

旧交を温めあった事と思います。また現役達にとっても、最高 50 歳も年の違うＯＢと

一緒に酒を飲み、今昔を語らい、山に登った２日間は有意義なひとときだったようです。

ＫＵＷＶもいよいよ新しい半世紀に足を踏み入れることになったわけですが、ＯＢ会も

気負うことなく、楽しくやっていければいいかなと考えています。皆さんご協力よろし

くお願いします。 
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ＯＢ会事務局 〒９２０－０８３１ 金沢市東山３-１９-４ 鳥越 伸博（23 期） 

TEL(０７６)２５２-６９５３ E-mail torisan@knz.fitweb.or.jp 

ＯＢ会ホームページ □ http://www.kuwv.net 管理人／奥名 正啓（15 期） 

ＯＢ会費払込口座（口座名義：金沢大学ワンダーフォーゲル部ＯＢ会） 

郵便局（通常払込）００７８０－３－１４１２０ 

ゆうちょ銀行 〇七九 支店 当座預金 No.００１４１２０ 

北國銀行本店 普通預金 No.２２３７０３ 

《事務局から》 

・ 新たな５年間のスタートという事で、今回は全員にＯＢ会費納入の払込用紙を同封

させてもらっております。ＯＢ会は皆様のＯＢ会費で運営しておりますので、何卒

ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

・ 住所が変わられる方は、お手数でも事務局までお知らせいただけると幸いです。 

・ 事務局ではやまざとに載せる皆様からの近況報告を随時募集しております。同期会

等の集まりや個人の山登り等、団体・個人を問わず簡単な報告で構いませんので事

務局鳥越（torisan@knz.fitweb.or.jp）までお送りください。お待ちしております。 

・ 奥名さんから定期的にｅメールでＯＢ会通信を配信していただいております。配信

をご希望される方はご自分のメールアドレスを奥名さんまでお知らせください。 

※奥名さんのメールアドレスは ma-okuna@nature.email.ne.jp です。 21
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